
在院日数別 調査日から過去1週間に使用した薬物の有無

91日 ～ 180日

５ヽ

１

２

※

※

抗精神病薬

上記以外の向精神薬
※ 1

その他精神症状に対する治療薬
※2

抗認知症薬

身体疾患治療薬

それ以外の治療薬

抗精神病薬以外の向精神薬・・抗不安薬、睡眠薬、抗うつ薬、抗てんかん薬
その他の精神症状に対する治療薬"漢方薬など

在院日数別 過去 1週間に使用した薬物の種類数

91日 -180日

抗精神病薬

(N=54)

抗精神病薬以外の向精神薬
(N=42)

その他精神症状に対する治療薬
(N=13)

抗認知症薬
(N=6)

身体疾患治療薬
(N=58)

％

．

口1種類

圏2種類

●3種類

圏4種類

欄5種類

目6種類

日7種類
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在院日数別 調査日から過去1週間に使用した薬物の有無

181日 ～ 365日
爾有り 目無し

200/0         40%

抗精神病薬

上記以外の向精神薬
〉(1

その他精神症状に対する治療薬

※ 2

抗認知症薬

身体疾患治療薬

抗精神病薬

(N=46)

抗精神病薬以外の向精神薬

(N=64)

その他精神症状に対する治療薬

(N=15)

抗認知症薬

(N=9)

身体疾患治療薬

(N=84)

(N=95)
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※1抗精神病薬以外の向精神薬“抗不安薬、睡眠薬、抗うつ薬、抗てんかん薬
※2その他の精神症状に対する治療薬・ 漢ヽ方薬など

在院日数別 過去 1週間に使用した薬物の種類数

181日 ～365日

それ以外の名療薬     三 二
■

1年 :

0%    10%    20%
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口1種類

圏2種類

口3種類

回4種類

国5種類

日6種類

口7種類

口8種類

010種類

粧
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|    |
抗精神病薬

上記以外の向精神薬
※¬

その他精神症状に対する治療薬
※2

抗認知症薬

身体疾患治療薬

それ以外の治療薬

※1抗精神病薬以外の向精神薬"抗不安薬、睡眠薬、抗うつ薬、抗てんかん薬
※2その他の精神症状に対する治療薬…漢方薬など

在院日数別 過去 1週間に使用した薬物の種類数

366日 ～3年

抗精神病薬

(N=56)

抗精神病薬以外の向精神薬
(N=68)

その他精神症状に対する治療薬
(N=23)

抗認知症薬

(N=3)

身体疾患治療薬
(N=102)

在院日数別 調査日から過去1週間に使用した薬物の有無

366日 ～3年
鐵有り E無し

20%       40%

(N=121)

100%

口1種類

□2種類

日3種類

□4種類

国5種類

口6種類

口7種類

自8種類

日10種 類
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在院日数別 居住先・支援が整った場合の退院の可能性

1日 ～ 30日

国1.現在の状態でも、居住先・支

援が整えば退院は可能

□2.状態の改善が見込まれるの

で、居住先・支援などを新たに

用意しなくても近い将来 (6ヶ月

以内)には退院が可能になる

財3.状態の改善が見込まれるの

で、居住先・支援が整えば近い

将来 (6ヶ月以内)には可能にな

る

国4状態の改善が見込まれず、

居住先・支援を整えても近い将

来 (6ヶ月以内)の退院の可能性

はない

31日 ～90日

(N=25)

(N=41)
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100% 、

90% |

80%|

圏1現在の状態でも、居住先・

支援が整えば退院は可能

“
2.状態の改善が見込まれるの

で、居住先・支援などを新たに

用意しなくても近い将来 (6ヶ月

以内)に は退院が可能になる

国3状態の改善が見込まれるの

で、居住先・支援が整えば近い

将来 (6ヶ月以内)には可能に

なる

□4状態の改善が見込まれず、

居住先・支援を整えても近い将

来 (6ヶ月以内)の退院の可能

性はない
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91日 ～ 180日

181日 ～ 365日

目1現在の状態でも、居住先・

支援が整えば退院は可能

□2状態の改善が見込まれる

ので、居住先・支援などを新た

に用意しなくても近い将来(6ヶ

月以内)には退院が可能にな

る
国3.状態の改善が見込まれる

ので、居住先・支援が整えば

近い将来(6ヶ月以内)には可

能になる

□4状態の改善が見込まれず、

居住先・支援を整えても近い将

来 (6ヶ月以内)の退院の可能

性はない

国1.現在の状態でも、居住先・

支援が整えば退院は可能

2七 2状態の改善が見込まれる

ので、居住先・支援などを新た

に用意しなくても近い将来 (6ヶ

月以内)に は退院が可能にな

る

国3.状態の改善が見込まれる

ので、居住先・支援が整えば

近い将来 (6ヶ月以内)には可

能になる

□4状 態の改善が見込まれず、

居住先・支援を整えても近い将

来 (6ヶ 月以内)の退院の可能

性はない

10%

(N=73)

(N=95)
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支援が整えば可能 20/.
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366日 ～3年

囲1.現在の状態でも、居住先・

支援が整えば退院は可能

112.状態の改善が見込まれる

ので、居住先。支援などを新た

に用意しなくても近い将来 (6ヶ

月以内)には退院が可能にな

る
国3状態の改善が見込まれる

ので、居住先・支援が整えば

近い将来 (6ヶ月以内)に は可

能になる

□4.状態の改善が見込まれず、

居住先・支援を整えても近い将

来 (6ヶ 月以内)の退院の可能

性はない

(N=121)
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間25適切と考えられる「生活“療養の場」と問26退 院後に必要な支援のクロス集計

(N=5)

1.「家族等と同居」を選択した人の必要な支援

1番 目に必要な支援

自宅を訪問して行われる支援 4人 80%

短期入所をして行われる支援 1′ 尺 20%

2番 目に必要な支援

自宅以外の場所に通つて行われる支援 3人 60%

精神科の定期的な通院 2人 400/1

3番 目に必要な支援

訪間看護 3人 60%

精神科の定期的な通院 1人 20'

重度認知症デイケア 1人 20%

4番目に必要な支援

民生委員、近隣の見守り等 2人 40,

晴神科以外の定期的な通院 1人 20ツ

訪問診療 1人 20ツ

行政機関による訪問指導 1人 20,
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3.「 認知症対応型共同生活介護 (グループホーム)」 を選択した人の必要な支援

1番 目に必要な支援

小規模多機能型居宅介護 8人 38,

精神科の定期的な通院 6人 29,

自宅 以外 の場 所に通って行われる支援 ¬人 59

巨期入所をして行われる支援 1人 59

(N=21)

(N=109)
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2番 目に必要な支援

精神科 の定期 的な通院 6人 29'

短期入所をして行われる支援 5メ 24)

重度認知症デイケア 4人

自宅を訪問して行われる支援 2人 10ウ

3番 目に必要な支援
自宅以外の場所に通って行われる支援 6人 29,

経済的支援 6人 29,

短期入所をして行われる支援 1人 5,

精神科 の定期 的な通院 ¬人 5,

身体的リハビリテーション 1人

成年後見制度等の活用 1人

4番目に必要な支 援

睛神科の定期的な通院 2人 ハ
υ

訪間看護 2人 ハ
υ

自宅を訪問して行われる支援 1人 5,

晴神科以外の定期的な通院 ¬人 5)

重度認知症デイケア 1人 5,

民生委員、近隣の見守り等 1人

4「特養」を選択した人の必要な支援

1番 目に必要な支援

小規模多機能型居宅介護 32メ 290/

隋神科の定期的な通院 16人

自宅を訪問して行われる支援 3メ

精神科以外の定期的な通院 3人 3)

2番目に必要な支援

こ期入所をして行われる支援 26ス 24ツ

身体的リハビリテーション 22人 20,

訪問診療 18人

精神科の定期的な通院 10人

経済的支援 6人

精神科以外の定期的な通院 5人

3番 目に必要な支援

自宅以外の場所に通つて行われる支援 21人

訪間診療 18人

経済的支援 11人 100/

精神科の定期的な通院 6人

隋神科以外の定期的な通院 6人

4番 目に必要な支援

情神科以外の定期的な通院 10人

支年後見制度等の活用 9人

身体的リハビリテーシヨン フ人

自宅以外の場所に通つて行われる支援 6人

重度認知症デイケア 6人

経済的支援 5人

情神科の定期的な通院 4人 4ツ
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